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十
二
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
「
武
蔵

野
市
旅
館
業
者
の
責
務
等
に
関
す
る
条
例
」

が
全
会
一
致
で
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
条
例
は
、
旅
館
業
法
に
規
定
さ
れ
る
簡

易
宿
所
営
業
な
ど
に
つ
い
て
、
旅
館
業
者
の

責
務
を
定
め
、
市
長
と
の
協
議
、
標
識
の
掲

出
、
説
明
会
の
開
催
な
ど
の
努
力
義
務
、
指

導
お
よ
び
勧
告
な
ど
を
定
め
る
こ
と
な
ら
び

に
、
「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
二
十
二
号
）
」
の
改
正
に
よ
り
、
レ

ン
タ
ル
ル
ー
ム
営
業
が
同
法
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
営

業
を
営
む
者
を
適
用
対
象
か
ら
除
く
た
め
、

武
蔵
野
市
旅
館
・
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
規
制

条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
本
条
例
は
九
月
五
日
の
本
会
議
で
総
務

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
同
月
七
日

の
委
員
会
で
は
、
同
条
例
第
七
条
の
説
明

会
を
開
催
す
る
区
域
の
範
囲
が
適
切
な
の

か
等
の
理
由
か
ら
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
が
、
十
一
月
十
三
日
の
同
委
員
会
に
お

い
て
、
同
条
例
第
七
条
の
説
明
会
を
開
催

す
る
区
域
の
範
囲
を
二
十
メ
ー
ト
ル
か
ら

百
メ
ー
ト
ル
に
修
正
し
、
第
八
条
第
二
項

の
「
指
導
又
は
」
お
よ
び
付
則
第
三
項
の

表
中
の
「
指
導
及
び
」
を
削
除
す
る
旨
の

修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
修

正
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
二
月
六
日
の
本
会
議
で
は
、
総
務
委

員
長
報
告
、
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
可
決

　
十
二
月
十
二
日
の
厚
生
委
員
会
で
の
審

査
を
経
て
、
同
月
十
八
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
「
武
蔵
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険
財
政

の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
限
度
額
を
法
定
限
度
額
と
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
五

十
四
万
円
だ
っ
た
基
礎
課
税
額
の
課
税
限

度
額
は
、
法
定
限
度
額
の
五
十
八
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
施
行
日
は
、
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
で
す
。

　

第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
二
十
二
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
で
は
、
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
武
蔵
野
市
旅
館
業
者
の
責
務
等
に
関
す
る
条
例
ほ
か
十
件
の
市
長
提
出
議

案
、
白
タ
ク
行
為
へ
の
さ
ら
な
る
対
策
強
化
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
五
件
の
議
員
提
出
議
案
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
回
　
市
議
会
定
例
会

旅
館
業
者
の
責
務
等
に
関
す
る
条
例
を

修
正
可
決

「青森から来ました」
撮影：三村　庸平（武蔵野市）

場所：井の頭自然文化園（2018.12.18）

昨年、井の頭自然文化園に、ことしのえとを撮影しに

行きました。青森県から来たサクラです。土をほじく

り返すしぐさは、まさに前進あるのみでした。ことし

がより多く前進できる１年に。

１面写真募集要領〈次回の締め切り３月２0日〉

●内　　容： 武蔵野市内（隣接する地域を含む。）で応募者自身が撮影した、未発表※のオリジ

ナル作品（カラー）に限ります（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了

承を得てください。）。  

※インターネット、ツイッター等で掲載したものや、個展や写真の掲載が主目的

な催しは発表とする。ただし、地域行事への協力展示（例えば、コミセンや学校

での展示など）は未発表とする。

●規　　格：①紙焼きの場合　　・サイズ　六つ切り  

　　　　　　② デジタルデータの場合  

・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式  

・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上  

・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表： 採用された作品は、４月30日発行の市議会だよりに掲載する予定です。ただし、

紙面構成の都合上、掲載しない場合がありますのであらかじめご了承ください。

●著 作 権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会だより発行までは、

他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。

●期　　限：３月20日（水曜日）当日消印有効

●応募方法： 撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関する

コメント (100字程度 ) を明記の上、下記あて先までご応募ください（作品は返却

いたしません。なお、今回採用されなかった場合は、次号以降の市議会だよりの

１面写真に使用させていただく場合があります。）。

●あ て 先： 〒180-8777武蔵野市緑町２- ２-28 武蔵野市議会事務局市議会だより担当  

デジタルデータの場合はメールで ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで  

（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮ください。）
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幼児教育、保育の理念なき無償化は混乱

を招く。市の理念を掲げ、市民、地域、事

業者とのコンセンサスをつくるべきでは。

子どもの最善の利益を保障する視点は、

重要であり基本となると考える。子ども自

身のニーズを重視した施策を展開したい。

社会的包摂の実現には、働いて社会に参

加することが大切と考えるが見解を伺う。

社会の中で自己の役割に自信、生きがい

等を持つことになるため重要と認識する。

雇用率の算定対象にならない短時間就労

の効果を評価し、支援等を検討すべきでは。

民間への補助等国による制度の見直しに

期待し、市独自で何ができるか研究したい。

柔らかい働き方を広げよう
障害者や若者の就労支援を

山本あつし　議員

平成30年度子ども生活実態調査の①活

用方針は②困窮世帯に対する支援の課題は。

①子どもの利益が最大限尊重されるよう、

今後の施策を検討する上で重要な資料とし

たい②進学等に悩む世帯への情報提供が十

分でなく学校を通じた周知等を強化したい。

児童福祉法等の改正により、子ども家庭

支援センターの体制強化が必要では。

虐待対応や夜間訪問対応の件数増が想定

される。専門職の需要が増えると見込まれ、

人材確保等、必要な体制強化を行いたい。

小児がん治療後に必要となるワクチン再

接種の費用助成に取り組むべきではないか。

要望と必要性があれば検討していきたい。

困り感のある子どもたちへ
多様な支援を

笹岡ゆうこ　議員

現在スポーツの世界ではコーチングの重

要性が求められている。市でもスポーツコ

ーチングを研究し、取り入れてはいかがか。

スポーツを行い、教えていく上で今後重

視されると認識している。2020年オリ・パ

ラに向け、市民がスポーツに親しめる環境

を目指すにあたり、啓発方法等を考えたい。

吉祥寺南町に予定している保育園建設は、

強行することなく、来年１月末に確定する

保育園入所希望者数を踏まえた上で、開設

の必要性を説明すべきではないか。

認可保育園は年度途中での開設が困難で

あり、2020年４月の開所を目指し、スケジ

ュールにのっとり近隣説明会等を進めたい。

スポーツコーチングの導入で
市内のスポーツ環境の充実を

小美濃安弘　議員

自治基本条例と議会基本条例を一体的に

策定するうえで、市民意見も踏まえ、議員

の在り方について議論が必要ではないか。

両条例を策定する過程で、議会の役割、

議会と市長との関係など、協議が必要な事

項は議会に諮りながら進めていきたい。

防災訓練は①障害の有無で分けずに実施

すべきでは②一か所に人を集める訓練から

個々の経験値を高める方法にしてはどうか。

①今回は初めての視覚障害者訓練であり

まず課題を整理し、将来的にすべての被災

者が避難誘導や受け付けを一緒に行う訓練

が必要と考える②市民が暮らしの中で備え

るために現状の訓練は必要と認識している。

議員の役割と報酬は表裏一体
自治体として在り方の議論を

内山さとこ　議員

規制のある道路沿いコインパーキングが

交通違反を誘発していると考えるが見解は。

啓発看板等を設置するとともに交通量調

査等を実施し、交通安全意識の向上や現状

把握に努め、警察等と連携していきたい。

他市ではパーキング設置にあたり事前相

談や近隣説明会、パーキング内緑化等を条

例で義務づけており本市も検討すべきでは。

他市の現状等を調査しながら研究したい。

ブラック企業から働く人を守るためにも、

公共工事に建設キャリアアップシステムの

導入を促すべきと考えるが見解を伺う。

制度の推移を見守りつつ、市として具体

的にどのように取り組むか検討したい。

生活道路に影響を与える
コインパーキングの対策を

藪原太郎　議員

特別養護老人ホームの待機者数を伺う。

平成28年４月１日時点の東京都調査で

は、市内施設の入所希望者は284人である。

重度の要介護状態でも安心して在宅生活

を継続するための具体的な取り組みを伺う。

市内初の看護小規模多機能型居宅介護事

業所を開設した。医療と介護の連携が不可

欠であり、既存ツールを活用した情報共有

と多職種による支援体制の強化を図る。

杉並児童相談所は２市２区を管轄し、相

談件数も増加傾向にあるため、東京都へ児

童相談所の数を増やすよう要望すべきでは。

多摩地区の児童相談所の充実については、

機会を捉えて意見を発信したい。

住み慣れた武蔵野市で
一生暮らし続けられる取り組みを

ひがしまり子　議員

水道法改正案は、自治体に施設の所有権

を残しつつ運営を民間に委ねることができ

るコンセッション方式の導入を促進するも

のであるが、市長の見解を伺う。

コンセッション方式の導入については、

水の安全や料金、災害への対応についての

課題もあると認識している。改正は、日本

に合ったものとする必要がある。

一元化後に仮に都が民営化を今後選択し

た場合、本市はどのように対応するのか。

仮定の質問には答弁を差し控えるが、都

は「経済性のみならず基幹的ライフライン

の使命等総合的に検討する必要がある」と

の考えを持っていることは把握している。

水道事業の民営化が武蔵野市の
事業に与える影響は

山本ひとみ　議員

災害時ブラックアウトを回避する田町ス

マエネ事業視察を踏まえ電源確保の見解は。

面的な開発において、電源供給・ガス供

給の在り方を勉強したと認識している。

学校体育館への空調設備導入にあたり、

都は断熱工事補助を検討中だがいかがか。

スピード感ある設置が第一である。

静岡市「待機児童園」にならい、全員に

入園を可能とする取り組みを検討しては。

既存施設活用等含め、研究していきたい。

がん患者の支援活動を行うNPO法人マ

ギーズ東京など民間の役割について伺う。

拠点病院では対応しきれないさまざまな

悩みに寄り添える役割もあると考えている。

「待機児童園」創設で
全員に安心の入園を

深田貴美子　議員

事業運営費や事業内容等が明確に決まっ

ていない中で、どの程度の予算規模を想定

しているか。また、職員体制について伺う。

事業費、事業内容、職員体制等について

は検討中であり、来年２月の厚生委員会で

管理運営方針の素案を報告する予定である。

来年２月に報告を受け、３月に予算審査

を行うのはあまりに早すぎるのではないか。

市民参加での議論を重ね、議会にもその

都度報告しており、早すぎるとは考えない。

環境啓発等は既存施設で行えるのでは。

ごみ問題だけでなく、気候変動等の世界

中の環境問題を広く考える場として、今後

もエコプラザ（仮称）の整備は進めたい。

エコプラザ（仮称）の整備に
向けた市の基本的な考え方は

下田ひろき　議員

吉祥寺駅南口まちづくりの基本デザイン

について市の考えを伺う。

井の頭公園の雰囲気を感じられる複合市

街地として、商業と住宅地が調和・融合し

た魅力ある空間づくりを進めており、住民

や来街者が快適に過ごせるように努めたい。

吉祥寺駅南口駅前広場事業の進捗状況は。

事業進捗率は61.04％となっている。

吉祥寺駅南口地域の建物の高さ制限は。

吉祥寺駅南口商業地域は、都市計画上は

50メートル高度地区に定められており、商

業や業務の用途に供する床面積の割合が

30％以上である等一定の条件により、60メ

ートルまで緩和できる特例等も定めている。

武蔵野らしいまちづくりを

深沢達也　議員一 般 質 問
　第４回定例会では12月４日、５日、６日に22名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質

問と答弁を要約して掲載します。

　詳しくは、２月上旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所

７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第４回定例会分は２月12日

登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※ 一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に

対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。



平成31年（2019年）2月1日発行3

幼児教育・保育無償化は課題が多いと考

えるが、見解を伺う。また、消費税増税に

より歳入増はどの程度となるか。

制度の全容が不明で、保育ニーズや事務

量の増加等、さまざまな課題がある。消費

税増収は前年度比約５億円を見込んでいる。

保育園の廃園例が増えているが、公立保

育園の在り方、民間保育園の廃園対応など

保育計画を検討すべきではないか。

第六期長期計画に記載し、保育環境を考

慮した公立保育園の在り方等を検討したい。

桜堤児童館とあそべえは、相談機関との

連携等、子育て支援機能を強化すべきでは。

両施設の子育て支援機能充実に努めたい。

保育料無償化への見解と

児童館機能の拡充を求める
川名ゆうじ　議員

特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化に

ついて、実態と今後の対応を伺う。

対象建築物は107棟あり、62棟が未改修

である。アドバイザーの派遣や助成制度の

ＰＲ等を行い、耐震化の促進を図りたい。

本市の浸水予想区域図を更新しては。

都で現在、対象降雨を想定最大規模豪雨

に変更して区域図の見直しを行っており、

本市の関連分が発表されしだい更新したい。

自然災害が複合的に発生した場合、首長

の決断や対応が重要と考えるが、見解は。

常に人命を最優先にしつつ、最悪を想定

した決断をしたいと考える。複合災害を想

定した研修や訓練方法等も検討したい。

複合化する自然災害に対する

首長の対応を問う
落合勝利　議員

地域活動支援センターの重要性が高まる

中、助成の在り方の基本的な考えを伺う。

今後、障害者が増加する中で、センター

の体制や事業の強化が必要と判断すれば、

委託料の増額を検討することとなる。

独立を希望する精神障害者への家賃補助

を制度として保障すべきと考えるが見解は。

障害者に対する住宅支援制度の目的や現

状を調査・把握したうえで今後研究したい。

精神障害者の入院は市内の病院では対応

できない状況だが、災害時における医療・

介護施設との連携についての考えを伺う。

医師会の精神科等の先生方と協力をしな

がら、市内の医療連携の中で対応していく。

精神障害者に対する

支援の充実を
しばみのる　議員

学童クラブの育成内容について伺う。

補習等はないが、学習時間を設けている。

市立保育園の３歳以上の学習環境は。

今年４月に改定された保育所保育指針に

基づき、健康、人間関係、環境、言葉、表

現の５領域を目標に保育を実践している。

小・中学校における補習授業の内容は。

平日の放課後や土曜日、夏季休業中を活

用した学習支援教室を実施している。

学習塾等と提携して高校進学に備えた対

策等を要望するが、見解を伺う。

他市区の例はあるが現在検討していない。

　このほか、婚活応援についての質問があ

りました。

学習環境の充実を

きくち太郎　議員

屋外のたばこの分煙対策の今後の方針は。

2020年４月に飲食店等で原則屋内禁煙

となるため、マナーポイント設置の必要性

を認識しており、再設置を検討している。

飲食店の集まる駅周辺でのねずみの発生

は、その被害の内容から大きな事故に発展

する懸念もあるため、殺そ剤を配布しては。

ねずみ対策は、住宅や施設の管理の一環

として、各個人や事業者の負担で行うこと

が原則だが、希望する方へはねずみ捕獲用

粘着シートを試供品として配布している。

駅周辺でトイレ提供に協力する店舗等に

対し、清掃費用などの支給を検討しては。

他自治体での補助の在り方を研究したい。

三駅の駅前環境の向上へ

対策を
堀内まさし　議員

各小・中学校でのいじめの認知件数は。

学校ごとでは個人が特定される可能性が
ある。昨年度全体では523件・25件だ。

イベント数の少ないあそべえ
※
がある。人

材不足ならば、担い手の育成が必要では。
館ごとの特色であり不足との認識はない。

地域資源の見える化や共有化のため、各

種地域団体の代表者や活動内容等の情報を
一元化した人材図鑑や資源帳を整備しては。
情報の一元化は難しいが、そのつど目的

に応じ地域の方にご協力をいただいている。

地域団体のスケジュールが共有できるよ

う、コミュニティカレンダーを整備しては。
学校や地域の連携が進むよう研究したい。

※放課後子ども教室の名称

課題と解決策の見える化、

学校・家庭・社会教育の連携を
竹内まさおり　議員

市長は、ＱｕＯＬａ内の公共スペース及

び屋上の使用状況に衛生上問題があるとの

指摘を受け、その後指導したのか伺う。

搬入時に商品等を一時的に置いている状

況であり、事業者の責任で衛生上問題がな

いよう管理されていると認識している。

ＱｕＯＬａ１階のカフェが、現在昼間の

営業を停止していることについて見解は。

にぎわい創出に貢献していないと認識し

ており、早期に再開するよう協議している。

武蔵境駅北口市有地有効活用事業の運営

状況を第三者が事業評価を行うべきでは。

本事業は定期借地による公民連携の事業

であり、市が評価する立場にないと考える。

ＱｕＯＬａのコンセプトである

にぎわい創出の早期実現を
木﨑　剛　議員

歩く健康づくりの環境整備に向け、「赤

い椅子プロジェクト」を参考に、店舗の軒

先等にいすの設置を依頼するなど、生活関

連道路・屋外にいすを増設してはいかがか。

市の管理道路にベンチを241基設置済み

だが、健康増進や移動支援の点からも民間

との協働を含めた有効な方策を検討したい。

病児・病後児保育施設を近隣自治体と相

互利用できるよう連携協定を締結し、積極

的な利用に向け詳細を周知してはどうか。

協定等を結ばなくても利用可能な状況だ

が、効果的な広報を検討したい。

　このほか、新規就労困難者への自治体と

しての支援についての質問がありました。

歩く健康づくりの環境整備として、

ベンチ・いすの増設を
蔵野恵美子　議員

停電時、①クリーンセンターの発電で市
役所等の電力を賄えるか。焼却炉が１炉運
転の場合も含め伺う②携帯等の充電対応は。
①２炉で最大発電した場合は可能だが、

１炉の際は賄えず、ガスコージェネ設備の
稼働等が必要となる②命を救う取り組み等
に支障を来すおそれがあり想定していない。
学校屋上の太陽光発電を停電時に利用で

きる、自立運転機能の追加設置の方針は。
パワコン

※
の更新に合わせ設置したい。

都内15自治体の全小中学校で男女混合
名簿を使用しているが、本市での議論は。
現在４小学校で課題なく使用している。

今後他市区の状況を学校へ情報提供したい。
※パワーコンディショナー。太陽光発電で発電された
直流電気を交流電気に変換する機器

一極集中型でなく地域分散型

エネルギーを目指すべき
西園寺みきこ　議員

公共施設の更新に合わせてＩＣＴの利活

用を盛り込むためにも、独立したスマート

シティ専門の部署を設置するべきでは。

ＩＣＴ戦略会議を中心に部署間で連携し

ており、専門部署の設置は考えていない。

分野ごとの個別計画を統合した、市全体

の横断的なスマートシティ計画が必要では。

現時点では計画策定を想定していないが、

国や他自治体の動向を引き続き注視したい。

高齢者の生活上の困り事に応じる小売店

に対しポイントを付与したり、マッチング

を行うための御用聞きマップを作成しては。

地域の力としての活躍を支援する方策を

商工会議所や商店会連合会とも研究したい。

超スマート社会における

行政の電子化を望む
大野あつ子　議員

学校と家庭の連携推進事業の現状を伺う。

10校で児童生徒のサポート、学校と保護

者の信頼関係づくり等に成果を上げている。

教育相談の夜間・休日開設の課題を伺う。

相談員の増員が必要なほか、相談員間の

情報共有の方法や配置体制等に課題がある。

フリースクールとの連携で、ガイドライ

ン作成も支援の一つと考えるが見解を伺う。

ガイドラインの作成も視野に入れながら

フリースクールとの連携を検討している。

子育て世帯の負担軽減の観点からもロタ

ウイルス予防接種の公費助成をすべきでは。

定期接種での助成が望ましいと考えるの

で、国の動向を見守り判断していきたい。

一人一人に寄り添った教育相談の

充実と予防接種の助成を
浜田けい子　議員

三鷹駅北口周辺の駐輪場不足に対し、新

たな駐輪場用地が確保できないのであれば、

中町第１・第２駐輪場を当面立体化し、駐

輪場不足を解決するべきではないか。

立体化の必要性は認識している。検討し、

提示できる時期になったらお示ししたい。

2020年４月より会計年度任用職員制度

が導入され、市役所の臨時・非常勤職員の

多くがこの制度に移行する。法の趣旨から

も、少なくとも現在の処遇を維持し、向上

させる必要があると考えるが、見解は。

報酬水準は都や近隣市の動向を注視しな

がら今後具体的に検討するが、少なくとも

年収ベースでは現状よりも上回ると考える。

三鷹駅北口の駐輪場不足

解消に向け対策を
橋本しげき　議員
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【市長提出議案（11件）】

● 武蔵野市旅館業者の責務等に関する条例   修正可決（全会一致）

※ 旅館業者の責務等を定めるとともに、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法

律の改正によりレンタルルーム営業が同法の適用を受けることになったことに伴い、当

該営業を営む者を適用対象から除くため、武蔵野市旅館・レンタルルーム規制条例の全部

を改正するもの。

※総務委員会で継続審査となっていましたが、今定例会で修正可決されました。

● 武蔵野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の

一部を改正する条例   可決（全会一致）

※ 利用者負担額の算定の基礎となる所得割の額の計算において、支給認定保護者またはこ

れと同一の世帯に属する者が指定都市の区域内に住所を有する者であるときは、これら

の者を武蔵野市内に住所を有する者と見なすほか、未婚のひとり親を地方税法上の寡婦

等と見なす特例について、子ども・子育て支援法施行令の規定に合わせるもの。

●武蔵野市福祉型住宅管理条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※福祉型住宅について、子育て世帯用住宅を設けるもの。

●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数）

※国民健康保険財政の健全化を図るため、国民健康保険税の課税限度額を引き上げるもの。

●平成30年度武蔵野市一般会計補正予算（第3回）   可決（全会一致）

●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数）

●平成30年12月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例  

　   可決（賛成多数）

●平成30年12月における武蔵野市特別職の職員の期末手当に関する条例  

　   可決（賛成多数）

●平成30年12月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例  

　   可決（賛成多数）

●物損事故に係る損害賠償の額の確定及び和解について   可決（全会一致）

※ 武蔵野市立吉祥寺西コミュニティセンターの敷地内にある樹木の枝の落下により発生し

た物損事故に係る損害賠償の額の確定および和解をするもの。

●平成30年度武蔵野市一般会計補正予算（第４回）   可決（賛成多数）

【議員提出議案（５件）】

●東海第二原発の再稼働を行わないことを求める意見書   可決（賛成多数）

● 放課後児童クラブの職員の職員配置基準等の堅持及び放課後児童支援員等の処遇改

善を求める意見書   可決（賛成多数）

●白タク行為へのさらなる対策強化に関する意見書   可決（賛成多数）

●住民票の除票及び戸籍の附票の除票の保存期間の延長を求める意見書  

　   可決（賛成多数）

●森林環境税の活用に関する意見書   可決（賛成多数）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。
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市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局
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メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

請願・陳情を提出する方へ

〈改選期に当たるため、締め切り日にご注意ください〉

　第１回市議会定例会に請願・陳情を提出する方は、２

月14日（木曜日）までにご提出ください。なお、今年は

市議会議員の改選期に当たるため（現在の議員の任期は

４月30日まで）、その後の請願・陳情の提出については、

武蔵野市議会事務局議事係までお問い合わせください。

議員辞職について

　斉藤シンイチ議員（会派：空
そら

）が平成30年12月19日付

で議員を辞職しました。このことに伴い、以下のとおり新

しい委員が決定しました。

≪議会広報委員会≫

　笹岡ゆうこ議員が新しく議会広報委員となりました。

市議会からのお知らせ

※
意
見
書
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　会派とは、市政について、同じような考えや意見

を持っている議員のグループで、議会活動の一つの

基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号

です。議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認い

ただくか、議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

堀　内　まさし　　ひがし　まり子
土　屋　美恵子　　木　﨑　　　剛
小美濃　安　弘　　きくち　太　郎
与　座　　　武　　　　　　　　　

民主生活者ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子
西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ
深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

し　ば　みのる　　橋　本　しげき
本　間　まさよ　　　　　　　　　

むさしの志民会議 ☎６０－１８８５

深　田　貴美子　　竹内　まさおり
下　田　ひろき　　　　　　　　　

空
そ ら

 ☎６０－１８９０

山　本　あつし　　笹　岡　ゆうこ

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９

内　山　さとこ　　　　　　　　　

会派に属さない議員 ☎６０－１９４４

山　本　ひとみ　　　　　　　　　
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